
 

平成２３年３月２日付け津市監査委員告示第２号公表分 

（１）政策財務部 

ア 財産管理課 

監査の結果 財産管理課が定める普通財産賃貸料の算定基準について、営

利用は前年度固定資産仮評価額に１００分の６を乗じて得た

額を基準とし、非営利用は前年度固定資産仮評価額に１００分

の４を乗じて得た額を基準としているが、他市の公有財産規則

の中には、類似の算定基準を設けるものの、近傍類似の価格と

比較して不相当と認めるものは、当該価格を考慮して賃貸料の

価格を定めることができるとするものが見られることから、地

方自治法第２３７条第２項の趣旨を踏まえ、市の算定基準につ

いて、より合理的に賃貸料の価格を算定することができるよ

う、所要の見直しを検討されたい。  

措置の内容 普通財産貸付料の算定基準について、平成２３年度以降の市

有地に係る使用料等の算出方法を、従来の方法により算出した

額を下らない額で相当の額に見直し、平成２３年２月１６日付

けの事務連絡により各部（局・室）庶務担当課長及び各総合支

所地域振興課長に通知した。  

（２）商工観光部 

ア 産業政策振興課 

監査の結果 郵便切手の保有について、合併前に購入した９０円切手の平

成２２年度(９月２８日現在)の使用枚数は７枚である一方、そ

の残数は１，３２２枚で非常に多くの枚数を保有しているが、

使用見込数を著しく超えて長期間保有することは適切でない

ことから、他の部局等と調整の上、適切な保有残高になるよう

是正されたい。 

措置の内容 部内で調整の上、展示会用のパンフレット等を一般小包郵便

物で発送する際などに３５４枚の９０円切手を使用し、平成２

２年度末の保有残高は９６８枚になった。  

（３）都市計画部 

ア 交通政策課 

監査の結果 監査の対象とした総合支所及び出張所が保有するコミュニ

ティバスの回数乗車券・定期乗車券について、一部の乗車券を



 

除き、販売見込数を著しく超えて保有している状況であり適切

でないことから、適切な保有残高になるよう調整の上、是正さ

れたい。  

措置の内容 各総合支所及び出張所において、販売見込数以上に保有して

いた回数乗車券及び定期乗車券について、年間販売見込数を勘

案の上、その見込数量のみを各総合支所及び出張所で保有する

よう改め、残余分については、平成２３年２月から会計管理室

の金庫内に保管するよう改めた。  

（４）美杉総合支所 

ア 地域振興課 

監査の結果 ヒストリーパーク塚原の指定管理について、指定管理に係る

仕様書には、指定管理者は毎年度終了後、市の所有する物品の

現在高を報告しなければならないと定めているが、地域振興課

はその報告を受けていなかったことから、当該仕様の徹底につ

いて指導されたい。  

措置の内容 指定管理者に仕様の徹底を指導し、平成２３年３月３１日に

市の所有する物品の現在高の報告を受けた。  

（５）消防本部 

ア 消防総務課 

監査の結果 消防団員の訓練等を実施している三重県消防協会中勢支会

の負担金について、平成２２年４月１日に同支会を構成する市

の消防団が１０団から 1 団に再編され、従来の連絡会議等の経

費の節減が見込まれるものの、当該負担金については、従来と

同様に積算されていることから、関係機関と協議の上、負担金

の在り方について、見直しを検討されたい。  

措置の内容 当該負担金については、平成２２年度の交付額が約４９７万

円であったところ、三重県消防協会中勢支会が実施していた事

業のうち、津市消防団が実施する事業との見直しを行った結

果、平成２３年度の負担金の交付見込額は約３４８万円とな

り、前年度と比較して約１４９万円を削減するよう改めた。 

（６）教育委員会事務局 

ア 生涯学習課 

監査の結果 平成２１年度史跡等維持管理業務委託について、１５の史跡



 

等保存会に委託しているが、１１の史跡等保存会は、契約書で

定める委託業務実績報告書の提出をしていなかったことから、

生涯学習課はその提出を求め、適正に当該業務の履行状況を確

認されたい。  

措置の内容 平成２１年度の委託業務実績報告書については、未提出であ

った１１の史跡等保存会に提出を求め、履行状況を確認した。 

なお、平成２２年度の委託業務実績報告書については、すべ

ての史跡等保存会から提出されている。  

（７）市立保育所 

監査の結果 監査の対象とした市立保育所における保育所入所負担金の

滞納状況は、下表（こども家庭課調べ）のとおりであり、この

中には既に在園していない者の滞納が多いが、卒園又は退園後

においては債権回収が一層困難になるため、在園時に履行遅滞

が生じたときは、速やかに納付指導に着手し、計画的に債権回

収を図るべく、こども家庭課とともに組織的な未収金対策の強

化に取り組まれたい。 

      保育所入所負担金の滞納状況（注）  

区     分 滞納保護者数 滞   納   額 

野村保育園 １０人 ２４４，７５０円 

こべき保育園 ２３人 ３，１５０，９００円 

高野保育園 １１人 ２，０２９，０００円 

太郎生保育園 ２人 ８６，４００円 

（注）野村保育園、こべき保育園は平成２２年９月末現在、高野保

育園、太郎生保育園は同年１１月末現在の状況である。  

措置の内容 保育所入所負担金については、こども家庭課から収納状況に

関して定期的に情報提供されることから、履行遅滞が確認され

たときは、直ちに保護者への納付指導に着手している。 

しかし、速やかに納付（完納）されない場合もあることから、

同課と連携して、保育園で保護者との個別面談指導を実施する

など、計画的な収納事務に取り組んでいる。 

なお、上記の滞納総額５，５１１，０５０円については、総

額で５４５，６５０円を収納し、平成２３年３月３１日現在の

滞納総額は４，９６５，４００円になった。  



 

（８）市立学校 

ア 美杉小学校 

監査の結果 教材会計の取扱いについて、集金した教材費の管理方法は、

預金管理している学年と現金管理している学年があったが、保

管現金の事故防止の観点から、預金管理の方法で統一するよう

所要の是正措置を講じられたい。  

措置の内容 すべての学年において、預金管理の方法に統一した。  

 


